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話題の本棚

老
い
の
境
地
、こ
こ
に
極
ま
れ
り
―
― 

山
田
稔
　
九
四
歳

　
「
も
う
い
い
か
」
―
―
そ
う
呟
く
の
は
、
御
年
九
四
歳
の
山
田
稔
で
あ
る
。

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
、
ロ
ジ
ェ
・
グ
ル
ニ
エ
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ア
レ
ー
の
翻
訳
、

ま
た
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
（
？
）
で
知
ら
れ
る
山
田
は
、
一
九
九
四
年
ま
で
京

都
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て
い
た
。
退
官
後
は
京
都
に
と
ど
ま
り
な
が
ら

随
筆
を
中
心
に
文
章
を
書
き
続
け
て
い
る
。「
エ
ッ
セ
イ
」
で
は
な
く
「
随
筆
」

と
呼
び
た
く
な
る
そ
の
い
ぶ
し
銀
の
文
章
に
は
、
地
味
さ
ゆ
え
の
滋
味
が
あ
る
。

　

別
書
『
あ
・
ぷ
ろ
ぽ
』
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
田
が
好
む
の
は
「
人

生
を
思
い
出
と
し
て
、
完
了
し
た
過
去
の
相
の
下
に
反
芻
す
る
こ
と
」。
そ
れ

ゆ
え
だ
ろ
う
か
、
山
田
が
書
く
文
章
の
大
半
は
回
想
録
だ
。「
あ
れ
も
こ
れ
も
、

い
ま
で
は
遠
い
昔
の
こ
と
」
―
―
そ
う
言
っ
て
、
今
は
亡
き
人
び
と
の
在
り
し

日
の
姿
を
文
章
を
通
じ
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
。
そ
れ
が
山
田
の
ス
タ
イ
ル
で
あ

り
、
本
書
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
存
命
の
人
間
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。

　

壁
一
面
に
広
が
る
本
棚
の
前
に
立
ち
、
気
の
向
く
ま
ま
に
本
を
取
り
出
し
て

は
、
そ
の
思
い
出
を
語
る
。
あ
る
い
は
当
時
の
日
記
を
頼
り
に
、
数
十
年
前
の

出
来
事
を
回
想
す
る
。
日
記
が
な
く
て
は
思
い
出
せ
な
い
、
そ
れ
ほ
ど
昔
の
出

来
事
た
ち
。
回
想
さ
れ
る
の
は
、
安
岡
章
太
郎
、
耕
治
人
、
瀬
戸
内
晴
美
、
生

田
耕
作
、
坪
内
祐
三
、
小
沢
信
男
と
い
っ
た
渋
い
面
々
。
な
か
で
も
山
田
が
安

岡
に
初
め
て
会
っ
た
際
の
描
写
は
実
に
い
い
。
少
し
長
い
が
引
用
し
て
お
こ
う
。

　

�

私
は
あ
る
週
刊
誌
で
安
岡
章
太
郎
と
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
対
談
す
る
こ

と
に
な
る
。
彼
は
初
対
面
で
固
く
な
っ
て
い
る
私
を
、「
よ
う
」
と
い
っ
た

い
わ
ば
同
志
的
親
愛
感
に
み
ち
た
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。「
対
談
」
で
ど

ん
な
話
を
し
た
か
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
席
で
出
さ
れ
た
フ
ラ

ン
ス
の
赤
葡
萄
酒
を
口
に
ふ
く
み
な
が
ら
彼
が
「
う
ん
、
こ
い
つ
は
う
ま

い
」
と
つ
ぶ
や
き
、
眼
を
細
め
て
瓶
の
ラ
ベ
ル
を
読
ん
で
い
た
お
だ
や
か
な

表
情
を
、
私
は
つ
い
こ
な
い
だ
の
こ
と
の
よ
う
に
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

　

何
と
い
う
こ
と
は
な
い
地
味
な
一
場
面
。
し
か
し
日
常
の
延
長
線
上
に
あ
る

こ
う
し
た
静
か
な
一
場
面
を
描
く
こ
と
／
読
む
こ
と
に
穏
や
か
な
喜
び
を
覚
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
「
老
い
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
「
も
う
い
い
か
」
で
あ
る
。
こ
ん
な
言
葉
を
タ
イ

ト
ル
に
持
っ
て
く
る
と
は
、
老
い
の
境
地
も
極
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
極
ま
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
山
田
の
老
い
に
悲
壮
な
感
じ
は
伴
わ
な
い
。
そ
こ

に
は
つ
ね
に
ユ
ー
モ
ア
が
漂
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
懐
か
し
き
日
々
の
回
想
が

続
く
な
か
、
山
田
は
突
然
こ
ん
な
こ
と
を
書
く
。「
佐
野
洋
子
は
ま
た
、
十
枚

ほ
ど
の
短
い
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
『
ウ
ン
コ
座
り
』
と
い
う
言
葉
を
二
十
二
回

も
繰
り
返
す
の
で
あ
る
『
ウ
ン
コ
座
り
っ
て
、
小
文
字
の
ｂ
み
た
い
で
す
ね
』」。

　
『
ス
カ
ト
ロ
ジ
ア
（
糞
尿
譚
）』
な
る
著
作
を
持
つ
山
田
な
ら
で
は
の
脱
線
。

こ
れ
も
山
田
の
言
う
「
死
者
の
ユ
ー
モ
ア
」
な
の
だ
ろ
う
か
。「
実
際
は
苦
し

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
残
る
者
に
楽
し
い
思
い
出
を
残
す
、
こ
れ
が
死
者

の
ユ
ー
モ
ア
だ
」。
糞
尿
の
話
を
す
る
こ
と
で
死
者
と
な
る
準
備
を
す
る
、
そ

れ
な
ら
死
も
悪
い
も
の
で
は
な
い
と
思
え
て
く
る
が
、
ど
う
か
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
二
五
三
〇
円　

10
月
刊
）

も
う
い
い
か

山
田
稔
著

編
集
工
房
ノ
ア
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話題の本棚

科
学
と
怪
物
は
、戦
争
の
時
代
に
出
会
う
―
― 

山
田
風
太
郎
賞
候
補
作

　

十
七
世
紀
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
。
戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
学

生
・
オ
ス
カ
ー
は
、
詩
学
者
を
名
乗
る
謎
め
い
た
男
・
ア
ズ
に
命
を
救
わ
れ
る
。

た
っ
た
ひ
と
り
で
兵
た
ち
を
圧
倒
し
、
空
高
く
ま
で
飛
翔
す
る
彼
の
力
は
、
科

学
者
の
卵
で
あ
る
オ
ス
カ
ー
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ほ
ど
未
知
の
も
の
だ
っ
た
。

　

時
あ
た
か
も
、
科
学
革
命
の
時
代
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
世プ

リ

ン

キ

ピ

ア

界
の
原
理
に

従
わ
な
い
ア
ズ
―
―
血
を
操
り
、
決
し
て
老
い
る
こ
と
が
な
い
怪
物
は
、
自
分

自
身
の
謎
を
解
き
明
か
す
存
在
と
し
て
、
オ
ス
カ
ー
に
希
望
を
見
出
す
。

　

か
く
し
て
科
学
者
と
怪
物
の
、
奇
妙
な
友
情
が
始
ま
っ
た
。

　

本
書
は
科
学
史
を
題
材
と
し
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
に
展
開
さ
れ
る
、
空
想
科

学
小
説
で
あ
る
。
実
在
の
科
学
者
の
名
前
が
多
く
登
場
し
、
な
か
で
も
ニ
ュ
ー

ト
ン
は
オ
ス
カ
ー
の
師
匠
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
け
れ
ど
も
彼
ら
は

単
に
小
説
の
背
景
と
し
て
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
有
名
無
名
の
科

学
者
た
ち
の
営
み
、
そ
の
総
体
と
し
て
の
科
学
こ
そ
、
本
書
の
主
題
な
の
だ
。

　

小
説
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
並
ぶ
同
時
代
の
天
才
と
し
て
、
研
究
成
果
を
共
有

す
る
科
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
あ
げ
た
立
役
者
・
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
を

印
象
的
に
登
場
さ
せ
る
。《
た
っ
た
ひ
と
り
の
天
才
が
ど
れ
だ
け
速
く
進
ん
だ

と
し
て
も
》
と
彼
は
言
う
。《
必
ず
人
類
は
そ
の
足
跡
を
辿
り
、
い
ず
れ
追
い

つ
き
、
先
へ
行
く
。
必
ず
！
》

　

そ
し
て
断
言
す
る
の
だ
―
―
《
そ
の
確
信
の
名
を
、
学
問
と
い
う
》。

　

千
年
の
時
を
生
き
る
ア
ズ
は
、
そ
ん
な
人
類
の
つ
く
り
あ
げ
た
科
学
体
系
を

脅
か
す
存
在
だ
。
け
れ
ど
も
同
時
に
、
科
学
者
が
持
つ
未
知
へ
の
憧
憬
を
駆
り

立
て
る
存
在
で
あ
り
、
科
学
と
い
う
巨
人
の
歩
み
を
見
守
る
存
在
で
も
あ
る
。

小
説
は
彼
と
オ
ス
カ
ー
と
の
交
流
を
中
心
に
し
て
、
科
学
を
肯
定
し
、
人
類
を

信
じ
、
そ
し
て
、
未
知
な
る
他
者
を
理
解
す
る
こ
と
を
説
い
て
ゆ
く
。

　

け
れ
ど
も
科
学
革
命
が
同
時
代
の
不
安
定
な
情
勢
を
背
景
と
し
て
い
た
よ
う

に
、
オ
ス
カ
ー
も
ま
た
、
争
い
か
ら
自
由
で
は
い
ら
れ
な
い
。
ア
ズ
と
関
わ
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
な
お
さ
ら
に
。
と
き
に
大
切
な
ひ
と
を
、
家
を
、
学
問
の
場

所
を
失
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
オ
ス
カ
ー
は
科
学
を
志
す
。
そ
の
悲
壮
な
運
命

が
た
ど
り
着
く
結
末
は
。
そ
し
て
、
ア
ズ
と
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
―
―
？

　

率
直
に
言
え
ば
、
そ
の
果
て
に
示
さ
れ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
評
者
は

科
学
的
な
も
の
だ
と
は
評
価
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
が
明
か
さ
れ
る
ま
で

読
み
進
め
た
読
者
な
ら
ば
、
重
要
な
の
は
そ
の
閃
き
の
向
こ
う
側
で
確
信
さ
れ

る
、
学
問
の
喜
び
に
こ
そ
あ
る
と
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

＊

　

本
書
は
科
学
を
肯
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
営
み
が
近
代
に
お
い
て
も
た

ら
し
た
罪
を
直
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
代
の
科
学
的
知
見
を
遡
っ
て

持
ち
込
む
態
度
も
、
科
学
史
に
対
し
て
誠
実
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も

そ
う
し
た
疑
問
点
を
挙
げ
た
う
え
で
、
む
し
ろ
そ
こ
を
糸
口
と
し
て
、
対
話
を

始
め
ら
れ
る
可
能
性
が
、
本
書
に
は
ひ
ら
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
な
ん
と
な

れ
ば
そ
の
対
話
こ
そ
、
学
問
が
始
ま
る
現
場
だ
ろ
う
か
ら
だ
。

　

心
に
学
問
の
火
を
熾
す
、
壮
大
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
三
八
四
頁　

税
込
一
八
七
〇
円　

8
月
刊
）

彗
星
を
追
う 

ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア

河
野
裕
著

Ｋ
Ａ
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Ｏ
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Ａ
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Ａ
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　青春の悔しさ、喜び、苦
さ、切なさ、誇らしさ。さ
まざまに混じりあった音が
奏でられる。そんな音に耳
を澄ませてみたい。
　本書は 3 期にわたってア
ニメ化され、劇場版も 5 回
公開された人気作品の原作小説である。かつ
ては吹奏楽の強豪だった北宇治高校は、今で
はすっかり弱小校。中学で吹奏楽をやってい
た黄前久美子は、そんなところで部活を続け
るつもりもなかったのだが、ひょんなことか
ら入部することに。そして新しい顧問のもと、
全国大会金賞を目指して邁進していく。
　魅力的なキャラクターたち、彼女らが織り
成す人間関係の機微、そして学年が上がって
いくにつれて見せる成長と葛藤。そういった
作品の魅力は、アニメと小説、どちらの媒体
で楽しんでも変わることはない。しかし、原
作小説では、アニメでは聞くことのできない
登場人物たちの心の声が聞こえてくる。人間
関係のトラブルが起きた時、キャラクターと
一緒にどぎまぎしたり、ひやりとしたり、小
説では彼女らの感情に一層寄り添って楽しむ
ことができる。
　青春小説の良さは、自分が失ってしまった

（と思い込んでいるだけかもしれない）過去
の輝きを、まざまざと見せつけてくれるとこ
ろにある、と私は思う。こんな青春送ってみ
たかった！　吹奏楽とは縁遠かった（評者の
ような）人にもそう思わせてくれる一冊だ。
　何かに一生懸命になるのは難しい。立ちは
だかる障害は、外だけではなく、自分の中に
も存在している。それでも、過去も現在も受
け入れつつ進んでいく彼女らの姿を見ている
と、少しばかり勇気をもらえる気がするのだ。
� （�荒砥 ）
� （319 頁　税込 723 円）

響け！ユーフォニアム
北宇治高校吹奏楽部へようこそ

武田綾乃著　宝島社文庫

　人が音を奏でるとき、そこには

祝福が、孤独が、祈りが込められ

ているのかもしれません。

　人が音に耳を澄ますとき、そこ

には感動が、連帯が、癒しが生ま

れるのかもしれません。

　今月お届けする特集は「音楽」。

綴葉編集委員による計7冊のセレク

ション・アルバムをお届けします。

� （�浅煎り ）

特集

音楽
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　鍵盤に指を置く。ハンマ
ーが弦を叩く。音が生み落
とされる。――その響きは、
私たちの心を深く静かな森
の奥底へと誘うかのよう。
　ハンマーは羊毛のフェル
ト、弦は鋼、そしてピアノ
本体は森で育った木から作られる。『羊と鋼
の森』とはまさにピアノが生み出す世界その
ものだ。この物語の舞台は北海道の小さな町。
駆け出しの調律師の外村は不器用だが、誠実
に働くなかでさまざまな出会いを経験する。
担当先の双子の姉妹、魅力的な同僚たち、そ
して彼をピアノの世界へ導いた世界的な調律
師。彼はどのような音を作る調律師になるの
か……。これは音楽小説でもあり一人の青年
の成長の物語でもある、と書いてしまえばそ
れまでだけれど、本作ほど静謐で温もりのあ
る物語を私は知らない。
　ただ音程を合わせるだけが調律師の仕事で
はない。ピアニストが奏でたいと願う音色を
汲み取り、無限の配色からただ一つを現実に
せねばならない。外村は、目指すべき音につ
いて師に指南を乞うた。その答えは「明るく
静かに澄んで懐かしい文体、少しは甘えてい
るようでありながら、きびしいものを湛えて
いる文体、夢のように美しいが現実のように
たしかな文体」――小説家・原民喜の言葉だ。
　この言葉に触れて、栞を挟んで天を仰いだ。
こんな音が作れたらどれほど幸せだろうか。
それが織りなす旋律はどんな景色に連れ出し
てくれるのだろうか。音楽という深い深い森。
それがあまりに豊かで美しいから、この世界
に絶望していても、私は生きていける。そし
て人は皆、なにかしらそんな宝箱を心に隠し
ているのかもしれない、なんて、思いつつ。
この名作を、あなたも。� （�浅煎り ）
� （288 頁　税込 792 円）

　骨まで響くドラム。イヤ
ホン越しに聴くのとはまる
で違う演奏。心地よく肌を
焼くような歌声に誘われて、
人波の熱気をものともせず
ステージを目指した、あの
夜の昂揚を思い出した。
　舞台は爆破テロと感染症の流行で参集規制
法が敷かれた社会。人々はフーディという機
械で仮想空間に接続し、仕事も、学校も、ス
ポーツ観戦もライブも、すべてオンラインで
行う。どこかで聞いたような話だが、本作の
出版は 2019 年なのだから驚きだ。そう、こ
れは奇しくも現実になってしまったSF作品だ。
　娘の安全を第一に考える両親のもと、人と
の交流を避けて田舎の農場で暮らすローズマ
リーは、ひょんなことからステージ・ホロ・
ライブに転職する。密かに活動を続けている
ミュージシャンたちを発掘し、ヴァーチャル
ライブにスカウトするのが彼女の仕事だ。初
めての都会、密集する人々に気圧されながら
も、音楽への情熱に突き動かされる彼女は、
やがて前

ビ フ ォ ー

時代に“最後のライブ”を行ったア
ーティスト・ルースに出会う。
　音楽が、自分らしくいられる世界まで導い
てくれた。ローズマリーにかつての自分を見
たルースは、そんなふうに語りかける。閉塞
感に風穴を開けてくれる音楽への限りない愛
情。だから、ルースは抵抗する。一分一秒単
位で完璧に管理されるヴァーチャルライブに。
アーティストを集約し、利益を独占しようと
するステージ・ホロ・ライブに。そしてその
背後にある、あらゆるデータが個人に紐づけ
られ記録される、高度情報化社会に。
　オンラインで何でもできる時代に、それで
も人と人が同じ場所で触れ合うことの意味を
高らかに歌い上げる作品。� （�くたくた ）
� （608 頁　税込 1650 円）

羊と鋼の森
宮下奈都著
文春文庫

新しい時代への歌
サラ・ピンスカー著、村山美雪訳

竹書房文庫
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　本書は数多くの症例をも
とに、音楽が脳の機能にも
たらす多種多様な影響を医
学的に考察してくエッセイ
集だ。29 章にも及ぶ膨大な
症例を扱っているだけでも
驚異的だが、特筆すべきは
個々の症例を読ませる情感あふれるナラティ
ブと、多角的かつ合理的な医学的分析が見事
に両立していることだ。
　具体的な内容を見てみよう。「瞬間を生き
る――音楽と記憶喪失」では、後天的な脳の
感染症により、記憶喪失に加え、数秒も新し
い記憶を維持できなくなってしまった音楽家、
クライヴとの交流が綴られる。クライヴはお
ぼろげな知識を頼りに、反復された会話を続
けようとする。連続的な行為が中断されてし
まえば、記憶を失っていることに気づかされ、
たった今意識が戻ったような感覚に襲われて
しまうからだ。断続的な人生を意識あるまま
に歩まなければならない恐怖は想像を絶する。
しかし、多くの記憶を失いながらも音楽にま
つわる技能は全く失われていなかった。クラ
イヴは楽譜を手に取り、完璧に合唱、演奏、
指揮をこなすことができたのだ。
　なぜこのような奇跡が起きたか。著者はそ
の医学的根拠を探っていく。エピソード記憶
と手続き記憶をはじめとした意識と記憶にま
つわる考察に始まり、演奏と無意識運動の対
比、音楽を思い出す、聞く、奏でるといった
行為の時間的特異性へと思考を進めていく。
音楽を解体していく多角的な視点に驚くと同
時に、音楽の神秘性は却って増していく。
　本書の記述は音楽的にも医学的にも決して
易しくはない。しかし、膨大な症例の中には
きっと興味をひくものが見つかるだろう。音
楽観を一変させる強烈な一冊を是非。�（�筏 ）
� （544 頁　税込 1188 円）

　「息を詰めてそっと鍵盤
のふたをあけた。いつでも、
こういうときは、別の世界
へ通じるドアをあけるみた
いにわくわくする」。
　本書を読むとピアノとい
う楽器の物体としての存在
感に圧倒される。音は目に見えないし掴めも
しないのに、それを生み出すピアノはひたす
らに物質的なのである。鍵盤のふたをあける
という動作に胸が高鳴るのもそのせいだ。長
年の演奏ですり減った象牙の鍵盤、調律師に
よって精緻に張られた弦、美しい曲線を描く
大屋根。そしてこの重量。担がれたピアノが
一段一段踏みしめるように階段を登って部屋
にやってくる描写が印象的だ。
　パリ左岸、カルチエ・ラタンには小さなピ
アノ工房がある。そこでは、たくさんの古い
ピアノが職人・リュックの手によって再生さ
れるときを待っていた。大人になり再びピア
ノを自身の生活に迎え入れることを決めた著
者は、自分だけのピアノを探してこの工房へ
通う日々を過ごしている。リュックに言わせ
ると、ピアノは「押入にしまっておく楽器じ
ゃない。あんたはピアノといっしょに暮らす
ことになる。〔……〕家族の一員のようなも
のだ。だから、ふさわしいものでなければな
らない」。そうして見つけたピアノはどんな
に特別だろうか。
　本書はノンフィクションだが、あまりにド
ラマチックでこれが実話だということをしば
しば忘れてしまう。それほどに、ピアノのあ
る生活は人生を劇的に変えてしまうのだろう。
　ピアノが佇む部屋の角を眺める。そこにピ
アノがない景色を、そこが空っぽだったこと
を思い出すことはもうできない。「それはま
るで別の人生でのこと」に思えて。（�ひるね ）
� （320 頁　税込 2420 円）

音楽嗜好症（ミュージコフィリア）
脳神経科医と音楽に憑かれた人々

オリヴァー・サックス著
大田直子訳　ハヤカワ文庫NF

パリ左岸のピアノ工房
Ｔ・Ｅ・カーハート著、村松潔訳

新潮クレスト・ブックス



綴　　　　葉No.434

7

　ベトナム戦争の時代、反
戦と平和を歌ったボブ・デ
ィランを知っているだろう
か。音楽を用いた国家への
抵抗運動の折には、国家は
時に音楽家の表現の自由を
制限し、音楽家はこれに抗
う。音楽と政治は互いを利用し合い、貶め合
う複雑で親密な関係性を持つ。
　インドネシアでは、とりわけ政治体制が音
楽の潮流に大きな影響を与えた。独立後初の
大統領は独裁的でインドネシア・ナショナリ
ズムを重要視する政策を行った。そのため、
ロックやジャズなどの西洋的な音楽は排除さ
れた。しかし、政権が変わると、ポップ、ロ
ック、そしてダンドゥット（マレー音楽にイ
ンド映画の音楽やアラブ音楽などを融合させ
た雑種音楽）という国際色豊かな三大ジャン
ルが構築される。
　音楽が政治に振り回されているかと思えば、
政府への抵抗に使われるケースもある。2018
年の音楽実践法の草案では、著作権の保護な
どと同時に、表現の自由が制約される非民主
的な条項が含まれていた。創作過程における
7 項の禁止行為があり、中には「海外のネガ
ティブな影響を帯びているもの」など不明瞭
な表現も含まれている。これに対して、音楽
関係者と政府が議論を重ね、互いの妥協点を
法案に反映させることに成功した。
　現代の日本で生活していると音楽と政治の
関係性はあまり見えてこない。パレスチナ問
題などの世界情勢が流行りの音楽に影響を与
ないことからもわかる。しかし、音楽と政治
のあいだには複雑な関係性があり、必要な時
に手を取り合って音楽文化を構築しているの
だ。本書を読むことで、日本では見られない
この関係性が垣間見える。� （�プラチ ）
� （326 頁　税込 3960 円）

　ジョン・ケージの『4 分
33 秒』について、誰しも一
度は聞いたことはあるだろ
う。楽譜のすべてが「休止」
で構成された、音のない音
楽。けれどもこんにち、そ
の趣向ばかりが独り歩きし
てしまい、彼が音楽史においていかに位置づ
けられるのかというところまで意識が向けら
れることは稀であるように思う。
　本書は、そんなケージに代表される現代音
楽の歴史を概観し、音楽家たちそれぞれの実
践を大きな流れのなかで捉える一冊だ。調和
の取れた音色を壊しにかかるシェーンベルク
の「無調」に始まり、数列によって支配され
る「セリー音楽」、あるいは外界の録音から
構成される「ミュジック・コンクレート」
……。それは音楽なのか、と思わず問いたく
なる実験的な趣向の数々は、いったいどこか
ら生まれ、何を目指したのか？
　理解の鍵となるのは、二十世紀（ひいては
現代）という時代である。機械文明の発達。
ファシズムの台頭。近代への疑義。音楽その
ものを破壊し、いかなる抑圧からも自由であ
ろうとする現代音楽は、現代史と鏡映しにな
っているのである。音楽家たちが生きた場所
と時代、そして同時代の絵画や建築、思想も
参照することで、著者は現代音楽が切り結ん
できたものを説く。音楽は抽象的な芸術だが、
ゆえに《さまざまな理想と現実をめぐる闘争
や挫折が、小さな楽曲の中に封じ込められて
いるように感じられるのだ》。
　現代音楽は初めて聴く人間にとって、音楽
かどうかさえ疑わしい。けれども本書を読み
進めることで、それまで雑音にしか聴こえな
かった音の向こうに、音楽家たちの切実な問
いかけが聞こえてくるはずだ。� （�水炊き ）
� （288 頁　税込 990 円）

ポピュラー音楽と現代政治
インドネシア　自立と依存の文化実践
金悠進著　京都大学学術出版会

現代音楽史
闘争しつづける芸術のゆくえ

沼野雄司著　中公新書
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

ヨ
シ
ダ
檸
檬
ド
ロ
ッ
プ
ス

若
木
民
喜
著

小
学
館

　

さ
て
、『
ヨ
シ
ダ
檸

檬
ド
ロ
ッ
プ
ス
』
で
あ

る
。
主
人
公
の
可か

し

お

志
夫

は
変
人
だ
ら
け
の
京
大

生
に
囲
ま
れ
、
自
分
の
個
性
の
な
さ
に
悩
む
微
笑
ま

し
い
一
回
生
。
彼
の
前
に
現
れ
る
の
は
、
高
校
の
時

か
ら
彼
を
狙
っ
て
い
た
元
マ
ン
ド
リ
ン
部
、
元
プ
ロ

レ
ス
女
子
の
陽
子
（
名
前
に
「
陽
」
が
入
っ
て
る
こ

と
に
注
目
）
で
あ
る
。

　

家
が
燃
え
た
の
で
ル
ネ
に
住
ん
で
い
る
彼
は
、
あ

る
日
突
然
プ
ロ
レ
ス
の
試
合
に
巻
き
込
ま
れ
、
な
ん

と
陽
子
に
告
白
さ
れ
て
し
ま
う
！
（「
陽
」
だ
か
ら

ね
）
と
い
う
の
が
ま
あ
大
体
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。

感
嘆
符
を
使
っ
て
み
た
が
、
ラ
ブ
コ
メ
な
ん
だ
か
ら

そ
り
ゃ
、
突
然
告
白
さ
れ
る
の
が
筋
っ
て
も
ん
だ
ろ

う
、と
も
思
う
。
が
、そ
れ
で
も
正
直
ド
キ
ド
キ
し
た
。

　

そ
し
て
、
僕
た
ち
に
は
こ
の
漫
画
を
他
の
人
と
違

っ
た
読
み
方
を
す
る
権
利
が
あ
る
。
背
景
を
よ
く
み

て
欲
し
い
。
ル
ネ
、
Ｊ
Ｋ
（
ハ
ン
バ
ー
グ
の
ほ
う
）、

時
計
台
、
な
ど
な
ど
、
見
覚
え
の
あ
る
景
色
が
目
白

Ｊ・Ｊ・Ｊ
三
姉
弟
の
世
に
も

平
凡
な
超
能
力

チ
ョ
ン
・
セ
ラ
ン
著
、古
川
綾
子
訳

亜
紀
書
房

　

長
女
・
ジ
ェ
イ
ン
、

真
ん
中
の
弟
・
ジ
ェ
ウ

ク
、
末
の
弟
・
ジ
ェ
フ

ン
の
頭
文
字
を
と
っ
て

Ｊ
・
Ｊ
・
Ｊ
三
姉
弟
。
も
の
す
ご
く
仲
が
良
い
わ
け

で
は
な
い
の
だ
が
、
あ
る
と
き
三
人
で
バ
カ
ン
ス
に

行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
戻
っ
た
頃
に
は

超
（
？
）
能
力
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
い
ざ
能
力
を

使
っ
て
三
人
一
緒
に
人
助
け
を
…
…
と
い
う
物
語
か

と
思
い
き
や
そ
う
は
な
ら
な
い
。
こ
の
三
姉
弟
は
そ

ん
な
に
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
し
な
い
の
で
。
自
分

の
中
だ
け
で
、
あ
る
日
突
然
目
覚
め
た
超
能
力
を
ち

ょ
っ
と
得
意
げ
に
思
う
の
だ
。
こ
れ
は
、
各
々
が
自

分
の
生
活
の
中
で
誰
か
を
救
お
う
と
す
る
お
話
だ
。

　

彼
女
ら
が
手
に
入
れ
た
も
の
は
、「
超
能
力
」
と

い
え
ば
確
か
に
超
能
力
な
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
皆
が

想
像
す
る
世
界
を
救
っ
ち
ゃ
う
よ
う
な
力
で
は
な
い
。

例
え
ば
ジ
ェ
イ
ン
は
手
の
爪
が
と
て
も
硬
く
な
っ
た
。

金
属
の
爪
切
り
で
切
ろ
う
と
す
る
と
刃
先
が
負
け
て

し
ま
う
く
ら
い
。
ち
な
み
に
足
の
爪
は
普
通
に
切
れ

る
。
病
気
だ
ろ
う
か
？　

三
〇
代
の
ジ
ェ
イ
ン
は
魔

法
か
な
ん
か
よ
り
も
そ
ち
ら
を
気
に
す
る
。
伸
び
す

ぎ
た
爪
に
困
っ
て
い
た
あ
る
日
小
包
が
届
い
た
。
入

っ
て
い
た
の
は
、
こ
の
硬
い
爪
を
切
る
こ
と
の
で
き

る
爪
切
り
。
そ
し
て
「Save 1.

」
と
い
う
謎
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
。
誰
を
、
ど
う
や
っ
て
救
え
と
い
う
の

か
？　

同
じ
頃
、
ジ
ェ
ウ
ク
と
ジ
ェ
フ
ン
の
元
に
も

小
包
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
た
。

　

使
命
感
を
抱
く
に
は
さ
さ
や
か
す
ぎ
る
超
能
力
。

し
か
し
三
姉
弟
は
、
あ
ま
り
に
自
然
に
そ
れ
を
受
け

入
れ
人
を
救
お
う
と
す
る
。“
平
凡
な
超
能
力
”
を

人
知
れ
ず
ク
ー
ル
に
使
い
こ
な
す
様
は
読
者
の
心
を

温
め
る
。
世
の
中
に
は
こ
ん
な
優
し
い
人
が
案
外
た

く
さ
ん
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
。�

（�

ひ
る
ね 

）

�

（
一
七
六
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

11
月
刊
）

押
し
、
元
ネ
タ
を
探
す
楽
し
み
は
尽
き
な
い
だ
ろ
う
。

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
探
す
の
が
難
し
い
の
で
挑
戦
し

て
み
て
く
れ
た
ま
え
。
ち
な
み
に
、
ル
ネ
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
部
室
に
住
ん
で
い
る
人
と
い
う
の
も
た
ま
に

い
る
（
大
体
電
気
が
止
ま
っ
て
る
奴
）。
僕
で
す
。

　

と
す
る
と
、
僕
ら
の
大
学
生
活
に
足
り
な
い
の
は

ラ
ブ
コ
メ
の
「
ラ
ブ
」
の
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る

よ
う
だ
。
し
か
し
そ
の
点
心
配
無
用
。
こ
こ
ま
で
リ

ア
ル
に
京
大
周
辺
の
地
理
を
描
い
て
い
る
の
だ
、
そ

の
他
の
面
は
現
実
が
自
ず
と
合
わ
せ
に
来
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
哀
れ
な
京
大
生
諸
君
、
妄
想
を
天
ま

で
積
み
上
げ
ろ
。
お
手
本
は
目
の
前
に
。（�

コ
ー
ク 

）

�

（
一
九
二
頁　

税
込
七
七
〇
円　

11
月
刊
）
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地
図
な
き
山

日
高
山
脈
49
日
漂
泊
行

角
幡
唯
介
著

新
潮
社

　

地
図
の
な
い
世
界
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

こ
の
解
釈
を
間
違
え
る

と
、
た
ち
ま
ち
こ
の
本

は
「
た
だ
の
登
山
記
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
「
人
類
未
踏
の
地
」
や
「
地
理
的
空
白
部
」
な
ど
、

人
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
場
所
＝
〈
地
図
が
な
い
〉

と
捉
え
て
い
た
著
者
。
し
か
し
、
著
者
の
考
え
方
に

転
機
が
訪
れ
る
。
十
九
世
紀
中
葉
の
北
極
圏
の
地
理

的
情
報
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
時
代
に
遭
難
・
全
滅

し
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
隊
の
足
跡
を
辿
る
北
極
圏
で
の

旅
で
あ
る
。
著
者
は
彼
ら
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
ル
ー
ト

を
辿
り
、
同
じ
景
色
を
見
た
は
ず
な
の
に
、
彼
ら
の

見
た
風
景
と
自
身
の
見
た
風
景
の
あ
い
だ
に
断
絶
を

感
じ
た
。
そ
れ
は
、
地
図
に
よ
る
情
報
の
違
い
…
…
。

彼
ら
の
感
じ
た
先
の
見
え
な
い
絶
望
と
同
じ
感
情
が

抱
け
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
以
降
、

地
図
の
空
白
部
を
旅
し
た
人
間
の
観
た
景
色
を
追
い

求
め
る
よ
う
に
な
る
。

　

本
書
が
「
地
図
を
持
た
な
い
」
無
謀
な
登
山
記
録

で
な
い
理
由
は
、
著
者
の
目
指
し
た
も
の
が
「
地
図

を
持
た
な
い
人
が
冒
険
し
た
時
に
観
る
景
色
」
だ
か

ら
だ
。
す
ぐ
に
情
報
の
波
に
足
元
を
掬
わ
れ
て
し
ま

う
現
代
に
お
け
る
地
理
的
情
報
の
避
け
方
。

視地

図

覚
情
報
に
依
拠
す
る
「

ル

ー

ト

決

定

ラ
イ
ン
」
取
り
で
は
な
く
、

長
年
の
経
験
と
感
覚
に
完
全
に
依
拠
す
る
形
で
の
ル

ー
ト
決
定
。
山
と
い
う
自
然
の
脅
威
を
も
た
ら
す
存

在
に
対
し
て
の
疑
問
と
恐
怖
。
登
山
を
繰
り
返
す
う

ち
に
徐
々
に
「
地
図
な
し
の
日
高
山
脈
」
が
消
え
て

ゆ
く
様
子
。自
ら
の
感
情
と
と
も
に
経
験
を
描
き
出
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た
現
代
、

事
前
情
報
な
く
旅
を
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

著
者
の
旅
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

旅
行
体
験
が
拓
け
る
。�

（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
二
三
一
〇
円　

11
月
刊
）

　

カ
ナ
ダ
北
西
部
・
ア

ル
バ
ー
タ
州
。
オ
イ
ル

サ
ン
ド
の
採
掘
場
に
は
、

高
収
入
を
求
め
た
多
く

の
人
び
と
が
流
入
し
て
い
た
。
大
学
を
卒
業
し
学
生

ロ
ー
ン
を
抱
え
た
ケ
イ
テ
ィ
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。

　

本
書
は
、
彼
女
が
二
年
間
の
オ
イ
ル
サ
ン
ド
採
掘

場
で
の
体
験
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
い
た
自
伝
的
漫
画

だ
。
こ
の
作
品
で
彼
女
は
、
労
働
現
場
を
取
り
巻
く

数
々
の
問
題
を
告
発
し
て
い
る
。

　

圧
倒
的
に
男
性
の
割
合
が
高
い
採
掘
の
現
場
で
、

ケ
イ
テ
ィ
は
過
度
な
注
目
を
浴
び
る
。
苛
烈
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
横
行
し
、
さ
ら
に
は
レ
イ
プ
被
害
に
あ

う
。
辛
さ
と
同
時
に
彼
女
が
感
じ
た
の
は
、
自
ら
に

害
を
お
よ
ぼ
す
男
た
ち
が
、
父
親
や
兄
弟
と
い
っ
た

身
近
な
人
た
ち
と
何
も
違
わ
な
い
親
し
み
の
持
て
る

人
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
衰
退
す
る
地
方
に
生
ま

れ
た
彼
ら
は
、
遠
隔
地
の
孤
独
で
退
屈
な
住
環
境
に

耐
え
て
、
低
収
入
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
労
働
す
る
。

性
暴
力
を
招
く
抑
圧
的
の
環
境
は
、
経
済
格
差
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
本
社
か
ら
の
視
察

や
新
聞
記
者
か
ら
の
取
材
の
場
面
で
は
、
こ
う
し
た

格
差
が
都
市
住
民
か
ら
は
見
え
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
採
掘
に
よ
る
環
境
破
壊
だ
。

先
住
民
の
土
地
が
企
業
に
囲
い
込
ま
れ
、
地
盤
を
掘

り
起
こ
し
て
土
地
を
破
壊
す
る
。
有
毒
な
廃
棄
物
を

溜
め
た
池
で
は
、
カ
モ
の
大
量
死
が
発
見
さ
れ
る
。

見
開
き
で
描
か
れ
る
採
掘
場
の
壮
大
な
景
色
は
、
土

地
に
刻
ま
れ
た
自
然
破
壊
の
記
録
で
も
あ
る
。

　

一
人
ひ
と
り
の
労
働
者
の
顔
が
描
か
れ
る
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
だ
か
ら
こ
そ
、
現
場
の
労
働
者
の
人

間
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
読
者
を
没
入
さ
せ
、
複
雑

に
絡
み
合
う
問
題
を
訴
え
る
。
素
朴
な
タ
ッ
チ
の
奥

に
力
強
さ
が
宿
る
作
品
だ
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
四
四
八
頁　

税
込
三
〇
八
〇
円　

10
月
刊
）

Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
Ｓ（
ダ
ッ
ク
ス
）

仕
事
っ
て
何
？
お
金
？
や
り
が
い
？

ケ
イ
ト
・
ビ
ー
ト
ン
著

椎
名
ゆ
か
り
訳　

イ
ン
タ
ー
ブ
ッ
ク
ス
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み
ん
な
ど
う
や
っ
て
書
い
て
る
の
？

10
代
か
ら
の
文
章
レ
ッ
ス
ン

小
沼
理
編
著
、ほ
か
14
人
著

河
出
書
房
新
社

　

書
き
た
い
。
文
章
を
、

書
い
て
み
た
い
。
昔
か

ら
そ
ん
な
衝
動
が
あ
っ

た
。
日
記
、
ブ
ロ
グ
、

小
説
…
…
し
か
し
、
そ
の
ど
れ
も
三
日
で
や
め
て
し

ま
っ
た
。
評
者
が
中
学
生
だ
っ
た
頃
の
話
だ
。

　

思
う
に
、
あ
の
頃
の
試
み
は
あ
ま
り
に
も
寄
る
辺

な
き
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
頼
り
な
い
衝
動
を
、
ど
う

や
っ
て
昇
華
さ
せ
た
ら
よ
い
の
か
。
ど
う
磨
き
、
ど

う
持
続
さ
せ
る
の
か
。
本
書
は
そ
う
し
た
悩
み
に
、

多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
筆
家
た
ち
が
寄
り
添
い
、
具

体
的
な
方
策
を
提
案
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
だ
。

　

と
言
っ
て
も
、
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
き
た
り
な
も

の
で
あ
る
。
―
―
見
た
も
の
を
た
だ
書
い
て
い
く
う

ち
に
、
自
分
の
感
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
。
五
秒
間
に
二
〇
〇
字
か
け
て
日
記
を
書
い
て

み
ま
し
ょ
う
。「
書
く
」
仲
間
を
周
り
に
つ
く
り
ま

し
ょ
う
、
締
め
切
り
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
…
…
。
し

か
し
、
あ
り
き
た
り
な
の
に
響
く
。
そ
れ
は
、
各
人

の
辿
っ
て
き
た
軌
跡
と
と
も
に
語
ら
れ
る
か
ら
だ
。

み
な
「
書
く
」
こ
と
に
可
能
性
を
感
じ
て
出
発
し
、

紆
余
曲
折
を
経
つ
つ
、
今
も
書
き
続
け
て
い
る
。

ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
先
生
の
小
説
教
室

ロ
シ
ア
文
学
に
学
ぶ
書
く
こ
と
、読
む
こ
と
、生
き
る
こ
と

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
著

秋
草
俊
一
郎
／
柳
田
麻
里
訳　

フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社

　

自
分
で
創
作
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
け
れ

ど
、
私
は
小
説
が
、
文

学
が
好
き
だ
。
で
も
、

と
き
ど
き
意
地
の
悪
い
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
も
あ
る

―
―
そ
れ
っ
て
何
の
役
に
立
つ
の
？

　

本
書
は
短
編
の
名
手
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ

に
よ
る
、
実
際
の
授
業
を
基
に
し
た
短
篇
小
説
の
執

筆
指
南
書
だ
。
読
者
は
ま
ず
ロ
シ
ア
文
学
の
巨
匠

（
チ
ェ
ー
ホ
フ
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ト
ル
ス
ト
イ
、

ゴ
ー
ゴ
リ
）
に
よ
る
短
篇
作
品
を
読
み
、
そ
れ
か
ら

ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
先
生
が
解
説
を
加
え
る
。
卓
越
し
た

短
篇
は
、
あ
ら
ゆ
る
細
部
が
必
然
に
従
っ
て
配
置
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
先
生
は
こ
う
し
た
要
素
を
分
析

し
、
解
き
ほ
ぐ
し
つ
つ
、
小
説
執
筆
に
欠
か
せ
な
い

エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
出
し
て
い
く
。

　

先
生
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
小
説
の
書
き
方
だ

け
で
は
な
い
。
書
き
方
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
読
み

方
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
本
書
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
ゴ
ー
ゴ
リ
『
鼻
』
な
ど
の
有
名
作
品

も
、
実
際
に
小
説
を
「
書
く
」
者
の
視
点
に
立
っ
た

先
生
な
ら
で
は
の
解
説
を
読
ん
で
か
ら
再
読
す
る
と
、

昔
読
ん
だ
と
き
よ
り
も
っ
と
魅
力
的
な
も
の
に
映
る
。

そ
う
し
て
浮
か
び
上
が
る
作
品
の
美
点
は
よ
り
大
き

な
文
脈
、
す
な
わ
ち
「
生
き
る
こ
と
」
へ
と
回
収
さ

れ
て
い
く
。

　

冒
頭
の
問
い
に
戻
ろ
う
。
申
し
訳
な
い
が
、
は
っ

き
り
し
た
答
え
は
用
意
で
き
て
い
な
い
。
先
生
は
小

説
が
持
つ
「
効
用
」
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
に
は

懐
疑
的
だ
。
私
た
ち
は
読
み
た
い
か
ら
読
む
し
、
書

き
た
い
か
ら
書
く
。
そ
れ
で
も
、
小
説
を
読
む
と
自

分
の
中
で
何
か
が
―
―
き
っ
と
よ
り
良
い
方
向
へ
と

―
―
変
わ
る
の
を
感
じ
る
。
そ
れ
を
再
び
体
験
す
る

た
め
に
、
今
日
も
私
は
頁
を
繰
る
。�

（�

荒
砥 

）

�

（
六
〇
〇
頁　

税
込
三
六
三
〇
円　

9
月
刊
）

　

ま
た
面
白
い
こ
と
に
、
ど
の
章
を
読
ん
で
も
、
あ

る
意
識
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。「
書
く
」

こ
と
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
は
限
界
が
あ
る
し
、
ほ

ん
の
少
し
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
だ
け
で
も
難

し
い
―
―
そ
ん
な
意
識
だ
。「
レ
ッ
ス
ン
」
と
銘
打

つ
本
書
だ
が
、
単
な
る
ハ
ウ
ツ
ー
本
で
は
な
く
、
文

筆
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
集
で
も
あ
る
の
だ
と
思
う
。

　

評
者
は
今
こ
の
『
綴
葉
』
で
、
仲
間
と
環
境
に
恵

ま
れ
て
執
筆
に
取
り
組
め
て
い
る
。
し
か
し
卒
業
の

日
は
近
い
。
京
都
も
『
綴
葉
』
も
離
れ
た
新
生
活
の

中
で
、
あ
の
書
き
た
い
衝
動
と
再
会
し
た
時
、
私
は

も
う
一
度
こ
の
本
を
開
く
気
が
し
て
い
る
。（�

朝
露 

）

�

（
二
三
六
頁　

税
込
一
五
六
二
円　

9
月
刊
）
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恋
愛
し
な
い
私
で
も 

『
源
氏
物
語
』は
楽
し
め
ま
す
か

西
原
志
保
著

春
秋
社

　

国
語
の
教
室
で
古
典

を
扱
う
の
は
難
し
い
。

学
ぶ
意
義
を
考
え
て
も

し
っ
く
り
こ
な
い
し
、

自
分
の
「
好
き
」
だ
け
で
は
生
徒
た
ち
の
眠
気
覚
ま

し
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
恋
愛
。
男
女
の
恋
愛
を

中
心
と
す
る
王
朝
文
学
を
普
遍
的
な
価
値
の
よ
う
に

提
示
す
る
こ
と
に
、
何
と
な
く
抵
抗
が
あ
る
。

　

著
者
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
原
動
力
は
、
恋
愛

や
性
愛
を
重
視
す
る
社
会
へ
の
違
和
感
や
生
き
づ
ら

さ
だ
と
い
う
。
古
典
の
恋
愛
至
上
主
義
や
社
会
と
の

断
絶
に
悩
ん
で
い
た
私
は
、
ま
ず
そ
こ
に
驚
い
た
。

著
者
は
「
我
」「
心
」「
身
」
な
ど
、
現
代
的
な
感
覚

だ
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

結
び
つ
く
言
葉
に
着
目
し
、
用
例
を
丹
念
に
検
討
す

る
。
す
る
と
、
そ
の
使
わ
れ
方
が
現
代
と
違
っ
て
い

る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
た
と
え
ば
「
我
は
我
」
と

い
う
表
現
は
、
強
固
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な

く
、
恋
愛
相
手
と
同
一
化
す
る
と
い
う
理
想
が
か
な

わ
な
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
を
示
す
。
こ
の
よ
う

に
本
書
は
、
現
代
と
は
異
な
る
文
化
社
会
を
見
る
こ

と
で
、
近
代
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
世
界
認
識
を
解
体
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
こ
こ
に
古
典
研
究
の
ア
ク
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

著
者
の
問
題
意
識
は
、
恋
愛
が
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト

の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
向
け
ら
れ
て

い
る
。
何
が
仕
事
で
何
が
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
に
あ
た

る
の
か
は
可
変
的
だ
と
い
う
主
張
は
、
著
者
の
実
体

験
を
下
敷
き
に
し
て
い
て
、
研
究
と
生
活
が
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
、
古
典
研
究
と

生
活
を
地
続
き
で
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
か
。
思

い
込
み
で
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
に
、
あ
た
た
か
な
光
が

差
し
た
気
が
し
た
。�

（�

く
た
く
た 

）

�

（
二
四
八
頁　

税
込
二
二
〇
〇
円　

8
月
刊
）

　

金
子
光
晴
に
「
落
毛

の
唄
」
と
い
う
詩
が
あ

る
。
詩
誌
「
荒
地
」
の

詩
人
・
鮎
川
信
夫
を
主

題
と
す
る
本
書
は
こ
の
詩
か
ら
始
ま
る
た
め
、
こ
こ

で
は
そ
の
一
部
を
長
め
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。
官

能
性
と
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
印
象
的
な
一
篇
だ
。

　
「
僕
の
指
先
が
ひ
ろ
ひ
あ
げ
た
／
地
圖
の
う
へ
の

／
ま
が
り
く
ね
つ
た
一
本
の
川
す
じ
。
／
〔
…
…
〕

／
皺
寄
つ
た
シ
ー
ツ
の
大
雪
原
に
／
ゆ
き
く
れ
な
が

ら
、
僕
が
あ
つ
め
る
／
も
と
に
か
へ
す
よ
す
が
も
な

い
／
そ
の
一
す
じ
を
。
／
そ
の
二
す
じ
を
、
／
／
ふ

き
ち
ら
す
に
は
し
の
び
な
い
の
だ
。
／
僕
ら
が
、
ど

ん
な
に
い
の
ち
が
け
で
／
愛
し
あ
つ
た
か
を
し
つ
て

ゐ
る
の
は
／
こ
の
髯
文
字
の
ほ
か
に
は
、
ゐ
な
い
」。

　

こ
の
風
変
わ
り
な
詩
に
つ
い
て
、
鮎
川
は
次
の
よ

う
な
感
想
を
漏
ら
す
。「
最
近
の
金
子
さ
ん
、
面
白

く
な
か
つ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
い
い
と
思

つ
た
。〔
…
…
〕
最
近
い
い
詩
を
書
い
て
い
な
い
ん
で

じ
じ
い
に
な
り
す
ぎ
て
だ
め
か
と
思
つ
た
け
れ
ど
も
、

そ
う
じ
や
な
い
ん
だ
な
。〔
…
…
〕
条
件
さ
え
と
と

の
え
ば
す
ご
い
詩
を
書
く
ね
」。
本
書
の
著
者
は
こ

こ
に
、
鮎
川
の
「
や
わ
ら
か
な
感
性
」
を
見
出
す
。

　

戦
争
体
験
と
戦
死
者
を
傍
ら
に
戦
後
詩
を
開
始
し

た
「
荒
地
」。
彼
ら
は
戦
争
詩
に
流
れ
た
「
歌
う
詩
」

を
拒
み
「
考
え
る
詩
」
を
標
榜
し
た
。
鮎
川
も
戦
後

社
会
と
厳
し
く
向
き
合
い
な
が
ら
詩
と
詩
論
を
書
き

続
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
に
は
「
論
理
の
ひ
と
」
と
い

う
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う
。
し
か
し
本
書
が

目
を
向
け
る
の
は
そ
の
ほ
こ
ろ
び
で
あ
る
。「
完
璧

な
堅
い
イ
メ
ジ
を
ま
と
わ
さ
れ
て
き
た
論
理
の
ひ
と
、

そ
の
ほ
こ
ろ
び
は
や
わ
ら
か
で
魅
力
的
で
あ
る
」。

　

凍
て
つ
く
よ
う
な
鮎
川
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
本
書
を

通
じ
て
雪
解
け
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
か
。（�

ぱ
や 

）

�

（
三
〇
〇
頁　

税
込
五
七
二
〇
円　

11
月
刊
）

鮎
川
信
夫
と
戦
後
詩

「
非
論
理
」の
美
学

宮
崎
真
素
美
著

琥
珀
書
房
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「
社
会
」の
底
に
は
何
が
あ
る
か

底
の
抜
け
た
国
で〈
私
〉を
生
き
る
た
め
に

菊
谷
和
宏
著

講
談
社
選
書
メ
チ
エ

　
『「
社
会
」
の
誕
生
』、

『「
社
会
」
の
な
い
国
、

日
本
』
に
続
く
講
談
社

選
書
メ
チ
エ
の
「
社
会

三
部
作
」、
待
望
の
完
結
篇
が
上
梓
さ
れ
た
。

　

本
書
の
目
次
に
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
永
井
荷
風
と
い
っ
た
面
々
が
名

を
連
ね
る
。
政
治
学
に
社
会
学
に
哲
学
に
文
学
。
一

見
ま
と
ま
り
の
な
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
だ
が
、
筆
者
は

フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
系
譜
に
依
拠
し
つ
つ
、
こ
こ
か

ら
「
社
会
0

0

」
の
底0

に
迫
る
。
学
術
的
に
そ
の
内
実
を

示
せ
ば
、
他
者
を
自
ら
と
同
じ
意
味
で
の
人
間
で
あ

る
と
信
じ
、
賭
け
な
け
れ
ば
成
立
し
え
な
い
（
そ
し

て
現
に
存
在
し
て
し
ま
っ
て
い
る
）「
社
会
」
の
超

越
性
と
実
在
性
、
と
で
も
な
ろ
う
か
。

　

や
や
難
解
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、

洪
水
の
よ
う
な
引
用
か
ら
紡
が
れ
る
論
述
は
、
非
常

に
刺
激
的
で
あ
る
（
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
出
て
く
る
の
も

ま
た
ア
ツ
い
）。
し
か
し
、
本
書
の
魅
力
は
単
に
学

術
的
な
部
分
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、

筆
者
が
惨
憺
た
る
現
代
社
会
に
真
正
面
か
ら
放
つ
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。「
社
会
」
の
底
に
あ
る
も

『
綴
葉
』編
集
委
員
募
集
お
よ
び

投
稿
募
集
の
お
知
ら
せ

　
『
綴
葉
』
編
集
委
員
会
で
は
、
編
集
委
員
を
新
た

に
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
、
毎
月
二
〜
三
本
の
書
評
を
書
く
こ

と
、
毎
週
金
曜
日
に
行
わ
れ
る
編
集
会
議
に
出
席
し

て
『
綴
葉
』
の
編
集
作
業
に
携
わ
る
こ
と
で
す
。
編

集
委
員
に
は
毎
月
若
干
の
活
動
手
当
と
、
書
評
で
取

り
上
げ
た
書
籍
の
代
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
京
都
大
学
生
協
加
入
者
で
大
学
院
の
修

士
課
程
な
い
し
医
学
部
・
薬
学
部
の
五
回
生
以
上
、

そ
し
て
右
記
の
仕
事
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
出
来

る
方
で
す
。

　

こ
の
条
件
を
満
た
し
編
集
委
員
と
し
て
の
活
動
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
誌
添
付
の
読
者
カ
ー
ド
に
編

集
委
員
会
へ
の
参
加
希
望
の
旨
を
明
記
の
上
、
生
協

の
ひ
と
こ
と
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
か
、『
綴
葉
』
表

紙
記
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
追
っ
て
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
読
者
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
採
用
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
、
書
籍

代
（
上
限
二
五
〇
〇
円
）
お
よ
び
薄
謝
を
図
書
カ
ー

ド
に
て
差
し
上
げ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

　

書
評
の
形
式
は
次
の
通
り
で
す
。

①�

「
新
刊
／
新
書
コ
ー
ナ
ー
」：
新
刊
二
〇
字
×
三
二

行
、
新
書
二
〇
字
×
二
三
行
。
出
版
さ
れ
て
か
ら

四
ヶ
月
以
内
の
書
籍
を
対
象
と
し
ま
す
。

②�

「
最
近
読
ん
だ
本
」：
三
〇
字
×
四
二
行
。
普
段
の

読
書
の
中
で
特
に
面
白
か
っ
た
も
の
を
紹
介
、
批

評
し
て
下
さ
い
。
刊
行
時
期
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
二
冊
以
上
取
り
上
げ
た
い
場
合
は
ご
相
談
下

さ
い
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
書
名
・
著
者
名
・
出
版
社

名
・
総
ペ
ー
ジ
数
・
発
行
年
月
・
税
込
価
格
と
投
稿

者
の
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明
記

し
て
下
さ
い
。
郵
便
・
メ
ー
ル
ど
ち
ら
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
宛
先
は
本
誌
表
紙
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

の
、
そ
れ
は
人
間
の
生
と
い
う
所
与
の
事
実
―
―

我
々
は
信
じ
合
わ
な
け
れ
ば
、
愛
し
合
わ
な
け
れ
ば
、

「
人
間
」
も
「
社
会
」
も
論
理
的
か
つ
経
験
事
実
的

に
成
立
し
え
な
い
と
い
う
現リ

ア

リ

テ

ィ

実
＝
実
在
―
―
で
あ
る
。

今
や
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
す
ら
叫
ば
な
い
言
葉
を
記
す

の
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
ろ
う
か
。

　

分
断
・
対
立
と
い
う
語
は
も
は
や
ク
リ
シ
ェ
と
形

容
す
る
に
も
陳
腐
で
、「
我
々
」
と
い
う
共
同
性
す

ら
も
瓦
解
し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
代
に
、
そ
れ
で
も

な
お
我
々
は
生
か
し
合
っ
て
い
る
の
だ
と
筆
者
は
言

う
。
途
轍
も
無
い
重
量
の
生
の
横
溢
が
感
じ
ら
れ
る

一
冊
で
あ
っ
た
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
一
八
四
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

8
月
刊
）
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荒
木
飛
呂
彦
の
新
・
漫
画
術

悪
役
の
作
り
方

荒
木
飛
呂
彦
著　

集
英
社
新
書

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
な
ぜ
失
敗
す
る
の
か

都
市
の
人
類
学

シ
ャ
ノ
ン
・
マ
タ
ー
ン
著
、依
田
光
江
訳　

ハ
ヤ
カ
ワ
新
書

論
理
的
思
考
と
は
何
か

渡
邉
雅
子
著

岩
波
新
書

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
活
用
し
て
都
市
環
境
を
管
理
・
整
備
し
効
率
性
と

利
便
性
の
向
上
を
目
指
す
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
が

世
界
各
地
で
構
想
さ
れ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
人
類
学

と
都
市
論
を
専
門
と
す
る
マ
タ
ー
ン
は
著
書
『
都
市

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
な
い
』
で
都
市
の
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
数
値
化
し
一
元
的
に
管
理
し
よ
う
と
す
る
現

代
の
潮
流
を
批
判
し
た
。
本
書
は
そ
の
邦
訳
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
犯
罪
発
生
率
や
交
通
量
を
地
図
化
す
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
複
雑
な
現
実
を
数
値
と
し
て

提
示
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
、
文
書
館
や
博

物
館
な
ど
都
市
に
お
け
る
情
報
管
理
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
デ
ー
タ
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
誰
の
利
益

に
奉
仕
し
て
い
る
か
と
い
う
政
治
性
に
注
目
す
べ
き

だ
と
主
張
す
る
。
管
理
機
構
に
根
差
す
政
治
的
な
固

定
観
念
が
都
市
の
情
報
管
理
の
中
に
作
用
し
、
社
会

的
弱
者
や
自
然
環
境
を
捨
象
し
て
い
る
。
し
か
し
数

値
化
は
こ
う
し
た
複
雑
性
や
政
治
性
を
取
り
払
い
、

デ
ー
タ
を
ク
リ
ー
ン
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
の
だ
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
限
界
を
暴
く
本
書
は
、
環
境

と
居
住
者
に
根
ざ
し
た
都
市
の
在
り
方
を
考
え
る
た

め
の
重
要
な
論
点
を
提
示
し
て
い
る
。（�

た
い
や
き 

）
�

（
二
五
六
頁　

税
込
一
三
八
六
円　

10
月
刊
）

　

吸
血
鬼
、
完
全
生
命
体
、
殺
人
鬼
、
マ
フ
ィ
ア
の

ボ
ス
、
聖
職
者
。
魅
力
的
な
ラ
ス
ボ
ス
を
数
多
生
み

出
し
て
き
た
『
ジ
ョ
ジ
ョ
の
奇
妙
な
冒
険
』
シ
リ
ー

ズ
の
作
者
、
荒
木
飛
呂
彦
が
悪
役
の
作
り
方
を
中
心

に
「
漫
画
の
王
道
」
の
歩
み
方
を
解
説
す
る
。

　

本
書
の
内
容
は
非
常
に
論
理
的
だ
。
な
ぜ
悪
役
が

重
要
な
の
か
。
す
べ
て
の
物
語
は「
主
人
公
vs
悪
役
」

を
基
本
構
成
と
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
か
ら
だ
。
主

人
公
が
乗
り
越
え
る
べ
き
困
難
が
弱
く
ダ
サ
い
相
手

で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
や
世
界
観
が
良
く
と
も
盛
り
上

が
り
に
欠
け
て
し
ま
う
。
そ
し
て
魅
力
的
な
悪
役
を

考
え
る
こ
と
は
、
社
会
に
お
け
る
悪
や
人
間
の
生
々

し
い
感
情
へ
の
思
索
と
い
っ
た
、
漫
画
の
深
み
を
増

す
要
素
と
不
可
分
に
な
っ
て
い
る
。
悪
役
の
作
り
方

を
習
得
す
る
こ
と
が
「
漫
画
の
王
道
」
へ
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
。
実
際
に
悪
役
を
一
か
ら
作
り
な
が
ら

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
細
部
と
連
動
さ
せ
て
、
パ
ズ
ル
の

よ
う
に
物
語
を
立
ち
上
げ
て
い
く
実
践
編
は
必
読
だ
。

　

本
書
は
漫
画
家
志
望
者
向
け
に
書
か
れ
た
も
の
だ

が
、
ロ
ジ
カ
ル
な
創
作
論
は
物
語
を
楽
し
む
者
に
も
、

面
白
さ
の
背
後
に
あ
る
緻
密
な
構
造
の
鑑
賞
を
可
能

に
す
る
深
い
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
。�

（�

筏 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
一
○
三
四
円　

11
月
刊
）

　

論
理
的
思
考
と
は
何
か
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
や
、
数
学
の
証
明
を
想
起
す
る
人
が
多
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
は
、「
論
理
的
思
考
は
目
的

に
応
じ
て
形
を
変
え
て
存
在
す
る
」
と
述
べ
る
。
あ

る
価
値
観
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
、
思
考
の

「
型
」。
そ
れ
が
、
当
該
領
域
に
お
け
る
論
理
性
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
論
理
の
特
徴
は
、
国
に
よ
っ

て
異
な
る
作
文
教
育
の
型
に
も
現
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　

例
え
ば
日
本
の
「
感
想
文
」
の
型
も
、
体
験
を
通

じ
た
書
き
手
の
感
動
や
成
長
を
共
有
す
る
た
め
の
、

一
種
の
論
理
構
造
を
持
つ
。
そ
し
て
、
読
み
手
は
そ

れ
を
追
体
験
し
、
自
分
と
は
異
な
る
主
観
に
共
感
を

す
る
。
こ
う
し
て
共
感
力
が
育
ま
れ
る
こ
と
と
、
間

主
観
的
な
「
場
の
空
気
」
を
読
む
日
本
の
風
土
は
、

互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
調
子
で
本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ラ
ン
、
日
本
の
価
値
観
と
思
考
の
型
を
取
り
上
げ

論
じ
て
お
り
、
思
想
史
や
教
育
史
を
包
括
し
た
比
較

文
化
学
の
様
相
を
呈
す
る
。
思
考
と
い
う
掴
み
難
い

も
の
が
整
然
と
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
知
的

興
奮
を
覚
え
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
メ
タ
認
知
し
、
活
用

し
よ
う
と
思
わ
さ
れ
る
、
驚
く
べ
き
良
書
。（�

朝
露 

）

�

（
二
〇
四
頁　

税
込
一
〇
一
二
円　

10
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ノ
の
世
界
―
―
鍵
盤
を
駆
け
る
手
に
魅
せ
ら
れ
て

　

今
月
号
の
特
集
は
音
楽
。
そ
れ
は
時
に
人
の
心
を
救
い
、
人
が
生
き
続
け
る

理
由
に
な
る
。
な
に
ぶ
ん
、
私
も
そ
の
一
人
。
こ
の
世
に
も
し
音
楽
が
な
か
っ

た
の
な
ら
、
私
は
教
室
の
あ
の
息
苦
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
窓
か
ら
飛
び
降
り
て

い
た
と
思
う
。
間
違
い
な
く
、
私
は
今
の
よ
う
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
、
そ
の
特
集
に
つ
い
て
ひ
と
つ
だ
け
、
私
は
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
。

　「
ジ
ャ
ズ
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」

　

私
が
秘
密
裏
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
学
生
に
必
要
な
も
の
、
そ
れ
は

ジ
ャ
ズ
と
珈
琲
と
少
し
ば
か
り
の
か
け
が
え
の
無
い
出
会
い
で
あ
る
（
諸
説
あ

る
）。
し
か
し
、
だ
。
熱
狂
と
興
奮
の
音
楽
だ
っ
た
ジ
ャ
ズ
は
、
い
つ
の
間
に

か
高
尚
な
音
楽
、
お
洒
落
で
敷
居
が
高
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ら
し

い
。
取
っ
付
き
に
く
く
難
解
？　

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
は
横
に
置
い
て
も
ら
っ
て
、

ジ
ャ
ズ
の
解
放
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
は
特
集
の
私
的
な
延
長
戦
だ
。
ジ
ャ
ズ
の
立
役

者
、
ピ
ア
ノ
の
世
界
を
拓
い
て
く
れ
る
本
を
紹
介
し
よ
う
。
ぜ
ひ
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に�

“I could write a book

”
で
も
流
し
な
が
ら
読
ん
で
ほ
し
い
―
―
邦
題
は
「
書

き
残
し
た
い
私
の
恋
を
」。
マ
イ
ル
ス
の
テ
イ
ク
が
有
名
だ
け
れ
ど
、
個
人
的

に
は
ア
ニ
タ
・
オ
デ
イ
の
歌
声
も
渋
く
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
『�

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
　
そ
の
歴
史
か
ら
聴
き
方
ま
で 
』

（
上
・
下
巻
、
岩
波
書
店
）。
光
沢
の
あ
る
黒
地
を

背
に
佇
む
は
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
と
ビ
ル
・

エ
ヴ
ァ
ン
ス
―
―
私
が
敬
愛
す
る
二
人
の
伝
説
が

表
紙
を
飾
る
。
ま
っ
た
く
、
著
者
は
良
い
趣
味
を

し
て
い
る
。

　

著
者
は
日
米
双
方
を
舞
台
に
活
動
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
兼
研
究
者
。
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ノ
の
歴
史
を
辿
り
つ
つ
、
奏
法
や
編
成
に
目
配
せ
し
た
聴
き
方
の
話
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。
本
書
は
と
に
か
く
濃
密
で
、
四
百
を
超
え
る
注
に
は
、
膨
大
な

量
の
一
次
資
料
の
リ
ン
ク
と
学
術
論
文
が
並
ぶ
。
例
え
ば
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
プ

レ
イ
ス
タ
イ
ル
が
「
燃
焼
派
」「
錬
金
術
派
」「
リ
ズ
ム
派
」「
メ
ロ
デ
ィ
派
」

に
分
類
で
き
る
と
い
う
見
立
て
は
な
か
な
か
に
面
白
い
（
エ
リ
ン
ト
ン
と
エ
ヴ

ァ
ン
ス
は
、
複
数
の
音
の
組
み
合
わ
せ
に
秀
で
た
錬
金
術
派
だ
）。

　

こ
の
本
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、
鑑
賞
に
あ
り
が

ち
な
印
象
論
を
避
け
、「
こ
の
曲
の
何
分
何
秒
か

ら
、
ピ
ア
ノ
の
左
手
が
ど
う
動
い
て
い
て
…
…
」

と
、
再
現
可
能
な
具
体
的
な
「
聴
き
方
」
が
解
説

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
曲
を
一
要
素
ご
と
パ
ー
ツ

別
に
意
識
し
て
聴
く
こ
と
で
、
音
楽
が
立
体
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
意
味
で
、
本
書
は
（
か
な
り
分
厚
い
け
れ
ど
）
良
い
入
門
書
だ
。

　

細
か
い
事
を
語
り
出
せ
ば
切
り
が
な
い
の
だ
け
ど
、
本
書
で
は
ピ
ア
ニ
ス
ト

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
と
魅
力
が
存
分
に
語
ら
れ
て
い
る
。
願
わ
く
は
、
本
書
を

き
っ
か
け
に
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
見
つ
か
り
ま
す
よ
う
に
。

　

ち
な
み
に
、
京
都
に
は
ジ
ャ
ズ
を
聴
け
る
場
所
が
意
外
と
た
く
さ
ん
あ
る
。

専
門
的
な
こ
と
な
ん
て
わ
か
ら
な
く
た
っ
て
い
い
。
ジ
ャ
ズ
を
聴
い
て
み
た
い

と
い
う
想
い
が
あ
れ
ば
十
分
だ
。
あ
と
は
音
に
体
を
揺
ら
し
て
、
波
に
身
を
任

せ
よ
う
。
白
と
黒
の
鍵
盤
を
駆
け
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
両
手
に
魅
せ
ら
れ
よ
う
。

自
己
の
輪
郭
が
次
第
に
と
ろ
け
て
い
く
あ
の
感
覚
に
身
を
委
ね
る
の
は
、
き
っ

と
あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
簡
単
で
、
愉
し
い
。�

（�

浅
煎
り 

）
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私の本棚

芥
川
龍
之
介
の
話

　

僕
が
大
好
き
な
作
家
の
話
を
し
よ
う
。
芥
川
龍
之
介
―
―
そ
う
、
あ
の
、
文

豪
の
、
あ
の
芥
川
龍
之
介
だ
。
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
、
い
か
め
し
い
写
真
に

押
し
こ
ま
れ
た
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
。

　

で
も
、
例
え
ば
こ
う
考
え
て
み
た
ら
？　
「
蜘
蛛
の
糸
」
の
主
人
公
は
本
当

は
あ
の
お
釈
迦
様
な
の
だ
と
。
人
間
を
救
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
一
縷
の

望
み
を
託
し
て
垂
ら
し
た
糸
は
、
や
は
り
人
間
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
美

し
い
心
を
持
っ
て
い
る
瞬
間
が
あ
る
と
し
て
も
、
罪
を
免
れ
る
人
間
な
ん
て
い

な
い
だ
ろ
う
。
君
に
は
天
国
に
行
く
確
信
は
あ
る
か
？　

僕
た
ち
に
は
糸
は
垂

ら
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
か
？　

お
釈
迦
様
が
ま
し
ま
す
極
楽
、
蓮
の
池
に
は

―
―
御
覧
、
た
っ
た
一
人
の
人
間
も
い
な
い
。
居
る
の
は
蜘
蛛
だ
け
。
極
楽
は

人
間
に
は
荷
が
重
い
の
だ
ろ
う
。
晩
年
の
彼
は
実
際
そ
う
書
い
て
い
る
。

　
天
国
の
民
は
何
よ
り
も
先
に
胃
袋
や
生
殖
器
を
も
っ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る

（「
侏
儒
の
言
葉　

遺
稿
」）。

　

そ
し
て
、
お
釈
迦
様
は
作
家
の
謂
だ
と
し
た
ら
？　

彼
は
自
ら
の
意
思
で
、

世
界
を
創
造
す
る
が
、
人
間
を
描
こ
う
と
す
る
限
り
、
作
家
た
る
彼0

を
も
っ
て

し
て
も
人
間
を
救
う
こ
と
は
叶
わ
な
い
と
い
う
こ
と
の
寓
話
、
こ
う
考
え
る
と

昼
下
が
り
の
極
楽
は
突
然
凄
惨
な
色
彩
を
帯
び
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
が
、
芥
川
龍
之
介
の
人
生
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
村
上
春
樹
は
こ

う
書
い
て
い
る
。
芥
川
が
示
す
の
は
、�

暗
闇
の
中
に
浮
か
ぶ
明
か
り
の
、
短
く

儚
い
美
し
さ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
彼
の
的
確
に
し
て
繊
細
な
文
章
が
、
そ
の
明

か
り
を
一
瞬
手
中
に
捕
ら
え
る 

（「
切
腹
か
ら
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
ま
で
」）。

　

例
え
ば
、「
将
軍
」
の
最
後
の
幕
切
れ
。

　
父
と
子
は
小し

ば
ら
く時

の
間
、
気
ま
づ
い
沈
黙
を
続
け
て
ゐ
た
。

　「
時
代
の
違
い
だ
ね
。」

　
少
将
は
や
っ
と
付
け
加
え
た
。

　「
え
え
、
ま
あ
―
―
」

　
青
年
は
こ
う
言
い
か
け
た
な
り
、
ち
よ
い
と
窓
の
外
の
け
は
ひ
に
、
耳
を
傾

け
る
よ
う
な
眼
つ
き
に
な
っ
た
。

　「
雨
で
す
ね
、
お
父
さ
ん
。」

　「
雨
？
」

　
少
将
は
足
を
伸
ば
し
た
儘
、
嬉
し
そ
う
に
話
頭
を
転
換
し
た
。

　「
又マ

ル
メ
ロ

榲
桲
が
落
ち
な
け
れ
ば
好
い
が
、
…
…
」

　

こ
の
一
節
を
、
全
盛
期
の
三
島
由
紀
夫
は
『
文
章
読
本
』
で
瀟
洒
な
が
ら
の

わ
ざ
と
ら
し
さ
だ
と
看
破
し
て
み
せ
た
。
し
か
し
十
年
後
、
最
晩
年
の
エ
ッ
セ

イ
「
小
説
と
は
な
に
か
」
に
は
再
び
こ
の
一
節
が
現
れ
る
。
自
殺
し
た
三
島
の

人
生
を
明
滅
す
る
、
自
殺
し
た
芥
川
の
影
…
…
。

　

訳
知
り
顔
で
素
通
り
す
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
そ
こ
に
あ
る�

凄
ま
じ
い
空
中

の
火
花 

に
目
を
凝
ら
せ
（「
或
阿
呆
の
一
生
」）。
そ
の
と
き
彼
の
作
品
に
は
生

気
が
漲
り
、�

打
ち
下
ろ
す
ハ
ン
マ
ア
の
リ
ズ
ム 

が
響
く
（「
侏
儒
の
言
葉　

遺

稿
」）。
ふ
と
横
を
見
る
と
、
教
科
書
の
写
真
の
中
で
彼
が
見
せ
る
の
は
共
犯
者

の
微
笑
み
。
彼
の
盛
期
か
ら
ほ
ぼ
百
年
の
流
転
を
閲
し
た
現
代
―
―
少
し
の
自

負
を
交
え
つ
つ
も
、
彼
は
自
ら
の
作
品
が
古
書
店
で
紙
魚
に
蝕
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
思
い
描
い
て
い
た
―
―
こ
の
百
年
後
に
お
い
て
も
、
彼
の
作
品
を
手
に

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
、
そ
れ
を
彼
に
な
ん
と
か
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
と
願
い
な
が
ら
、
僕
は
寒
空
の
下
、
巣
鴨
の
慈
眼
寺
を
後
に
し
た
の
だ
っ

た
、�

雪
は
や
む
け
し
き
も
な
い
…
… 

（「
老
年
」）。�

（�

コ
ー
ク 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
ぼ
ち
ぼ
ち
「
詩
」
の
特
集
と
か
!?

（�

天
プ
ラ
そ
ば
大
盛
り 

）

―
―
た
し
か
に
、
評
者
が
個
人
的
に
詩
集
を
と
り
あ

げ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
特
集
で
は
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
な
い
で
す
ね
。
皆
で
詩
に
つ
い
て
書
く
こ

と
で
、
新
た
な
視
点
が
生
ま
れ
て
お
も
し
ろ
そ
う
で

す
。
僕
も
他
の
評
者
の
読
む
詩
が
知
り
た
い
の
で
会

議
で
提
案
し
て
み
ま
す
。
詩
集
以
外
に
も
詩
論
な
ど

に
つ
い
て
も
、
僕
自
身
も
っ
と
知
り
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
ち
な
み
に
で
す
が
僕
が
冬
に
読
み
た
い
詩
と
い

え
ば
石
原
吉
郎
で
す
。
あ
の
凍
え
る
よ
う
な
厳
し
さ

は
他
で
は
味
わ
え
ま
せ
ん
よ
ね
。

○
今
年
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
発
表
前
か
ら
も
り
上
が

り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
今
年
も
受
賞
者
は
出
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
来
年
こ
そ
…
…
で
す
よ
ね
。

�

（�

い
い
み
ょ
ん 

）

―
―
日
本
か
ら
は
残
念
な
が
ら
受
賞
者
が
出
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
お
隣
の
韓
国
か
ら
ア
ジ
ア
人
女
性
初
の

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
が
出
ま
し
た
よ
ね
。
韓
国
文
学
が

ア
ツ
い
と
い
う
の
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
ま
さ
か
ノ

ー
ベ
ル
賞
と
は
！　

驚
き
で
し
た
。
綴
葉
で
は
先
月

号
に
引
き
続
き
今
月
も
韓
国
文
学
の
作
品
を
取
り
上

げ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

�

（�

コ
ー
ク 

）

　最近、河原町の某店で 4 足 990 円の靴下を
ちゃんと 4 足買いました。今まで履いていた
靴下はひとつの例外もなくすべてチャコール
グレー。けれども今回は思い切って、黄色や
オレンジ、緑や紫も買ってみました。すると
驚き、靴下に彩りがあるだけで、テンション
が上がるのなんの。たとえば歩いているとき、
あるいは足を組んでいるとき、靴とズボンの
すき間から目にも鮮やかな黄色の靴下がチラ
ッと顔を覗かせると、なんだか途端に嬉しく
なります。チラ見え程度でこの威力。服とい
うのは人にこれほど影響を及ぼすのかと、20
代後半にしてはじめて知りました。
　と、書きながら思い出したのは、去年の年
末、実家のある東京に帰省した際、友達に無
理やり B-Boy っぽい（？）太めのズボンを履
かされたこと。「とりあえずそこらへん歩い
てみ？」と言われ、「なんでこんなことせな
あかんのやろ」と渋々歩いてみると、なんと
びっくり、自分でも気づかぬうちに歩き方が
B-Boy の歩き方（？）になっていました。肩
を左右に揺らしながらちょっと気怠そうに、
チューインガムでも噛んでいそうなあの歩き
方。「服によって俺の行動様式が規定されて
いる !?」と動揺したのをよく覚えています。
　服が変われば人も変わるんですね。（�ぱや ）

当てよう！図書カード編集後記
　最近『メダリスト』にハマってフィギュア
スケートの知識が増えた編集委員からの問題
です。全部で 6 種類あるジャンプは、採点す
る際、種類によって基礎点が異なるようです。
同じ回転数のとき 6 種類の中で 2 番目に高い
基礎点をもつジャンプはどれでしょう。
　1．サルコウ　　　2．ループ
　3．ルッツ　　　　4．アクセル
� （�ひるね ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記 QR コードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5 名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 3 月 15 日です。

《10月号の解答》 10 月号の問題の正解は、3．
の『百年の孤独』でした。文庫化に続いて某
配信サイトでドラマも始まりましたね。どん
な感じになっていくのか楽しみです。図書カ
ードの当選者は、あめしるこさん、いいみょ
んさん、ぽちょむチキンさん、ゆでんさんの
5 名です。当選おめでとうございます。
� （�コーク ）


